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I Ca －11 食品のテクスチャと咀鴫速度との関連
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【 目的 】食品のテクスチャは，客観的な機器分析と主観的な官能検査によって評価されるが，

これらの方法によって得られた結果は一致しないことが多い．客観的な機器分析として，圧縮

試験がしばしば行われるが，その圧縮速度は人の咀嘴に比べると非常に遅いことが知られてい

る．食品の場合において，圧縮試験により得られる応力－歪曲線は速度に依存するにもかかわ

らず，ヒトの実際のmm 速度を数量化した報告は少ない．そこで，本研究では，ヒトが実際に

咀鴫した際の咀哨速度を測定することにより，機器測定で用いられる圧縮速度と比較し，食品

のテクスチャ評価に与える影響について検討した．

【 方法 】咀鴫速度を求めるため，下顎の三次元的活動の測定をすでに報告している方法で行

った，小型強力磁石は，被験者の第一大臼歯の近傍の歯茎に生体用接着剤で固定した．咀喘時

の磁石の三次元的磁場ベクトル変化は, A/D 変換機にてＡ/Ｄ 変換した後, パソコンを用いて位

置ベクトルに換算した．得られた三次元的変位の上下方向の変位を時間微分し，咀鴫速度とし

た.

【 結果 】食品のテクスチャを反映する咀m 第１回目の咀哨速度を求めた結果，ヒトの咀哨速

度は食品のテクスチャにより差があり，個人による差もあることがわかった．ヒトの咀嘔速度

は，咀哨速度の小さい被験者では約20  -  5()mm/s, 咀弔速度の大きい被験者では約70 －

13()mm/s となり， 機器測定による圧縮速度,  0.05 － lOram/s と比べるとかなり大きい値を

示すことが明らかになった，
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【目的】人間が感覚で捉えた食べ物の性質は､言葉を媒体として表現される。中でも擬音語

・擬態語は､食べるときの音や食べ物の状態を擬した言葉であり､食品の性質と感覚とを強

く反映している。本研究は､食品の官能特性および人間の感覚特性を客観化する一つの手が

かりを得るために､このような擬音語･擬態語を収集･整理し､使用の有無に関する特徴を明

らかにすることを目的とした。
【方法】研究室パネル30人の自由回答形式でのアンケートおよび文献調査により用語を収

集した。収集した用語を､専門パネル5人の討議における不適切な用語の除外および類似の

用語の統合により整理した。収集･整理した用語の使用の有無について､研究室パネル30人

および消費者パネル800人を対象に､1996年12月～1997年1月に留め置き法により調査した。
用語をランダムに並べ､○か×の二者択一形式で「食べるときに生じる感覚を表現するか」と

質問した。データは頻度集計し､数量化理論第Ⅲ類により解析した。

【結果】収集された用語は､アンケートより153語､文献より187語であり、これらを整理した

ところ、“ぱりぱり９　６つるつる”など53語となった。使用有無の消費者パネルの調査の回

収率は約70%であった。研究室､消費者パネルとも､「食感覚を表現する」と答えたパネルの割

合はプ さくさぐ “ぱりぱり”“ほくほぐ などが高く､食感覚との結びつきの強さが示

された。一方､割合が低かったのぱ かっが “きしきじ などであった。また、“ まった

り”は10～30才代に特徴的であったが､用語のほとんどは消費者パネルの属性（年齢､性別、

等）による回答パターンに差はなく､用語の認識に関する属性間の共通性が示された。
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